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要 約 

本研究の目的は， に自己 傾向を 定する Silencing the Self Scale(STSS) ，Selflessness 
Scale(SS)の つの 度を用いて自己 傾向と 障 症状との 性を検討することであった。

大学生 166 を対 に SS，STSS，Symptom Rating Scales for Eating Disorders (SRSED)を 用した

問 調 を実 した。自己 傾向 度の SS と STSS 46 目について因 を行なったとこ ，

主に STSS 目で 成された「自己不 感」「自己抑制」と，SS 目で 成された「 性」の 3 因 が

られた。 に SRSED と自己 傾向 度の 性を らかにするため を行ない， に

SRSED の 度を目的変数，自己 傾向 度とその 作用 を予 変数とした重

を行なった。自己 傾向 度の「自己不 感」は「過 と 事による生活支配」，「 性」は「 べる

ことへの 力」，「 / 」に影響を及ぼしていた。また，「自己不 感」は「 性」との 作用

が 意となり「 」に影響を及ぼしていることが示された。 
キーワード 自己 ， 性， 己性， 障 症状 

 
 

問題  

 

， ていることが しいという が

している。切 (2004)が 生労 の 成

12 度の 調 結果をもとに体重・

・BMI(Body Mass Index)の を した

とこ ，15 24 の 性の BMI の は の

一 をたどっており，2000 の は 20.5
を っているということが らかになった。

このような実態から， 障 への対応の重要

性が まっていると考えられる。 
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2013 では， 障 は神経性 症( 症)
と神経性大 症 過 症 に されている。

田中 1997 は，過 に ううつ気 は で

あるが， 症の はうつ気 を 定し過活

動に る スが多いと している。 障

の 確な発生機 が らかになっていないが，

障 に りやすい性 特性として切

2004 は，「 に わ て自 を にし

てしまう」ことを ている。 
このように，自 を にして 者のことを

することは， ましい行動として捉えられ

る一 ， 障 患者の特徴とも考えられる。

自己 self-sacrifice は， 性 altruism
と するものとしても捉えられている , 
2007 。これまでに 性は「 けへだてなく

人を し， 人のしあわ のために自 を
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Abstract 
 

The purpose of this study was to discuss the relationship between 
Post-traumatic stress symptoms(PTSS) demonstrated by mothers and PTSS 
demonstrated by siblings of children with cancer We used questionnaire to 
investigate 24 mothers and 26 siblings of child patients with cancer
Correlation analysis revealed a medium degree of correlation between PTSS 
shown by mothers and siblings aged 15 years and younger of children with 
cancer If the PTSS of siblings of children with cancer is discovered，mothers 
are likely to show PTSS Thus，we conclude social support for siblings is needed  
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にすることもかえり ないこと 野, 1982 」

などの定義がなされている。Comte 1851 は，

性は 己性 egoism と に向 的行動

prosocial behavior の中に存在しているとし

た。つまり，向 的行動は自己の を目的

としたとき 己性， 者の を目的としたと

き 性という 2 つの を持つと考えたので

ある。 
ま ， 己性に 連している概念としては

心的 性 Karylowski, 1982 と個人的 ス

ト Piliavin, 1981 が られる。 心的

性とは 的義 感による自己 であり，個

人的 ストとは行動を こさないことによって

自 が対 や 間から非難されることである。

したがってどちらの概念においても， 間の自

に対する が重 されており自己 によ

って自 心を めることが目的となっている。

さらに 己性に 連した概念として，Jack
1991 の Self-Silencing が られる。Jack
1991 は，Self-Silencing 状態になった人は

「自 にとって のあることを人間 のた

めに めたり我 したり， との間に を

生じさ る 能性のある目的や 観や感 を

抑 する」と主張した。この概念で重 されて

いることは，心 的なストレスや機能のレベル

ではなく， 的に ましいとされる信念基

normative beliefs considered socially 
desirable である。この概念においても，

的に ましいことを行うという 的な規 が

重 されており，自己 は 者からの の

向上を目的としていると考えられている。 
に， 性に 連した概念としては， 心

的 性 Karylowski, 1982 と 感的 スト

Piliavin, 1981 が られる。 心的 性

とは「対 の状態を くする」ということが目

的であり，そのこと自体で心 的 を る事

である。また， 感的 ストとは対 が苦し

だり困ったりしている状態を ることそのもの

のことを す。どちらにおいても， 者が苦痛

や困難から れることが 大の 心であり，自

自 がどのような を るかという は

ていない。このような 性に 連した概念

として Bachar, Latzer, Canetti, Gur, Berry, & 
Bonne 2002 は，Selflessness を ている。

Selflessness は「自 の や を し，

者の や のために くそうとする傾向」

であると定義されている Bachar et al., 2002 。

Bachar et al. 2002 は，Selflessness 傾向の

強い人は自 自 がよりよく生きることへの

がなく，それにより自 の や意 などに

心が持てないと主張している。 
これまでに述べたように，Self-Silencing と

Selflessness はどちらも自己 傾向について

定している。しかし，Self-Silencing では 己

性によって自己 が行なわれる一 ，Selfless
状態の人は， 性によって自己を にして

いると考えられる。このように，2 つの概念を

用いることで，自己 の 己性と 性をそ

れ れ検討することが ると考えられる。 
そ こ で ， 本 研 究 で は Self-Silencing と

Selflessness という 2 つの概念と 障 との

性を らかにすることを目的とする。また，

障 の症状に自己 傾向がどの程度影響

を えているかという についても検討する。 
なお，本研究では の仮説を 定した。 1  
Selflessness，Self-Silencing の 目はそれ れ

の概念で因 を 成する， 2 Selflessness，
Self-Silencing はそれ れ 障 症状と強い

性を示す， 3 Selflessness，Self-Silencing
は 障 症状に影響を及ぼしている。 

 

 

 

1. 調 対 者 
大学に う大学生 166

20.22 ，SD = 0.99 を対 とした。 
2. 調 間 
調 は 2013 10 に行なわれた。 
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3. 調  
(1) Silencing the Self Scale STSS; Jack & 

Dill, 1992  
しい人との 性を 持するために，自

自 の思考や感 を抑え でしまう傾向を

定するための 度であり，原 は 31 目からな

る。 目への は，自 にどのくらい て

はまるかを 5 で めた。Jack & Dill 1992
では，「自己認知の 在 Externalized 
Self-Perception 」「自己 としてのいたわり

Care as Self-Sacrifice 」「自己抑制 Silencing 
the Self 」「 した自己 Divided Self 」の

度が られており， い信 性と 性

が確認されている。日本 作成にあたり 者

が日本 を行ない，心 学を とする大学

が原 との に差異が生じないことを確

認した。さらに， 心 学を する大学生

13 に を め， で自 な 現になるよ

うに を行なった。 は「かなりそう思う

5 」「ややそう思う 4 」「どちらともい

えない 3 」「あまりそう思わない 2 」

「 くそう思わない 1 」の 5 で めた。

日本 作成の ，Q15 は すると「 は一

人でいるときよりも しい と一 にいる

が自 らしくいることが難しい」となるが，

な い しであると されたため「 しい

人と一 にいるときよりも一人でいるときの

が自 らしくいられる」という 現を 用する

こととした。 
(2) Selflessness Scale SS; Bachar et al., 

2002  
自 の や を し， 者の や

のために くそうとする傾向を 定するため

の 度である。原 は 15 目からなり， 目

が自 にどのくらい てはまるかの を 4
で めた。Bachar et al. 2002 では，「

のための自己 Sacrifice for Family 」「

者のための自己 Sacrifice for Others 」「自

己 定 Self-Denial 」「自己への 心への

Lack of Self-Interest 」の 度が られ

ており，信 性と 性が確認されている。日

本 作成は STSS と同様の 続きで行った。

本研究では STSS と SS が概念的に 立してい

ることを確認する目的で， 度の 46 目を

用いた 的因 を行なうため， は原

の 4 ではなく，STSS と同様に 5 で

めることとした。 
(3) Symptom Rating Scale for Eating 

Disorders 田・切 ・中 ・松 ・

, 1991  
田ら 1991 によって 発された，28 目

からなる自己 入 の 度であり， 目に対

して「いつも 4 」「しばしば 3 」「とき

どき 2 」「 くない 1 」の 4 で

が められる。 田ら 1991 では「

」「過 と 事による生活支配」「 べること

への 力」「 」の 4 つの 度が

られており， 因 で い信 性と 性が

られている。この 度を 障 のスク

ストとして用いる には，「過 と 事

による生活支配」「 べることへの 力」の 12 
目の を し，23 を cut-off とす

る。本研究では 症状との 連を らかにする

目的で 用するため，4 つの 度すべてを

用いることとした。 
4. 調 続き 
大学での 義 ， 生に対して で

調 目的の説 を行ない，同意を られた対

者に対して 問 調 を実 した。 
5.  

結果に影響を及ぼすと考えられるため，

度い れかにおいて が±３SD 上

の対 者のデ タを れ として うこととし

た。また， の 示に従っていない対 者の

デ タを から した。 対 者のデ  
タの は 目の デ タにおける  

にすることもかえり ないこと 野, 1982 」

などの定義がなされている。Comte 1851 は，

性は 己性 egoism と に向 的行動

prosocial behavior の中に存在しているとし

た。つまり，向 的行動は自己の を目的

としたとき 己性， 者の を目的としたと

き 性という 2 つの を持つと考えたので

ある。 
ま ， 己性に 連している概念としては

心的 性 Karylowski, 1982 と個人的 ス

ト Piliavin, 1981 が られる。 心的

性とは 的義 感による自己 であり，個

人的 ストとは行動を こさないことによって

自 が対 や 間から非難されることである。

したがってどちらの概念においても， 間の自

に対する が重 されており自己 によ

って自 心を めることが目的となっている。

さらに 己性に 連した概念として，Jack
1991 の Self-Silencing が られる。Jack
1991 は，Self-Silencing 状態になった人は

「自 にとって のあることを人間 のた

めに めたり我 したり， との間に を

生じさ る 能性のある目的や 観や感 を

抑 する」と主張した。この概念で重 されて

いることは，心 的なストレスや機能のレベル

ではなく， 的に ましいとされる信念基

normative beliefs considered socially 
desirable である。この概念においても，

的に ましいことを行うという 的な規 が

重 されており，自己 は 者からの の

向上を目的としていると考えられている。 
に， 性に 連した概念としては， 心

的 性 Karylowski, 1982 と 感的 スト

Piliavin, 1981 が られる。 心的 性

とは「対 の状態を くする」ということが目

的であり，そのこと自体で心 的 を る事

である。また， 感的 ストとは対 が苦し

だり困ったりしている状態を ることそのもの

のことを す。どちらにおいても， 者が苦痛

や困難から れることが 大の 心であり，自

自 がどのような を るかという は

ていない。このような 性に 連した概念

として Bachar, Latzer, Canetti, Gur, Berry, & 
Bonne 2002 は，Selflessness を ている。

Selflessness は「自 の や を し，

者の や のために くそうとする傾向」

であると定義されている Bachar et al., 2002 。

Bachar et al. 2002 は，Selflessness 傾向の

強い人は自 自 がよりよく生きることへの

がなく，それにより自 の や意 などに

心が持てないと主張している。 
これまでに述べたように，Self-Silencing と

Selflessness はどちらも自己 傾向について

定している。しかし，Self-Silencing では 己

性によって自己 が行なわれる一 ，Selfless
状態の人は， 性によって自己を にして

いると考えられる。このように，2 つの概念を

用いることで，自己 の 己性と 性をそ

れ れ検討することが ると考えられる。 
そ こ で ， 本 研 究 で は Self-Silencing と

Selflessness という 2 つの概念と 障 との

性を らかにすることを目的とする。また，

障 の症状に自己 傾向がどの程度影響

を えているかという についても検討する。 
なお，本研究では の仮説を 定した。 1  
Selflessness，Self-Silencing の 目はそれ れ

の概念で因 を 成する， 2 Selflessness，
Self-Silencing はそれ れ 障 症状と強い

性を示す， 3 Selflessness，Self-Silencing
は 障 症状に影響を及ぼしている。 

 

 

 

1. 調 対 者 
大学に う大学生 166

20.22 ，SD = 0.99 を対 とした。 
2. 調 間 
調 は 2013 10 に行なわれた。 

松元・巣山・兼子・伊藤・佐藤・佐藤・樋上・鈴木：女子大学生にみられる自己犠牲傾向－摂食障害とSelflessness，Self-Silencing－

―�151�―



 
で置 された。続いて， の を行なった。 
ま ，STSS と SS を異なった概念として う

ことができるかを検討する目的で，STSS と SS
の 46 目に対して，主因 ， ク

ス による因 を行なった。自己 傾

向を 定する STSS と SS の 度作成の の

意 が しく反 されている は，STSS と

SS の 目 てに対して因 を行なったと

きに， 度がそれ れ異なった因 を 成す

ると考えられる。一 ，STSS と SS の 目が

在した で因 が 成される は，この 2 つ

の 度の作成時における意 が しく反 され

ておら ，結果として同様の概念を 定してい

たということになる。続いて， られた因 の

信 性を検討するためにク クの 数

を した。 に SRSED 度と自己

傾向 度の を行なった。 に，自己

傾向が 障 症状に える影響を検討す

るため，自己 傾向 度と 作用 を

予 変数，SRSED 度を目的変数とした

重 を行なった。 作用 としては，

自己 傾向 度の を用いて

「自己不 感× 性」「自己抑制× 性」を

作成した。これは，「自己不 感」と「自己抑制」

が STSS の 目，「 性」が SS の 目で 成

されていたことから，2 つの 作用 によっ

て STSS と SS の 作用を検討することが

ると考えたためである。Step1 では説 変数

として自己 傾向 度の 度 モデ

ル 1 ，Step2 では「自己不 感× 性」「自己 
抑制 性」を 入し モデル 2 ，ス  

 
による 的重 を行なった。 

 
 

 
1. 対 者の 性 
 調 の結果， 対 者となったのは，163

20.20 ，SD = 0.96 であった。

STSS，SS，SRSED の およ

度 の と 差を Table1 に示す。 
2. 自己 傾向の因  

STSS と SS の 46 目に対して，主因

， クス による因 を行なっ

た Table 2 。スク トの 状から 3
因 が であると考えられた。 性の い

目，因 が い 目， 数の因 に

い を示した 目は し， 的に 3 因

26 目が された。 
1 因 に因 の い 11 目は，「

しい に してもらうため，自 についての

ある を に かすことができない」など

の 目から自 自 の に自信が持てないこ

とや，「 の人ができそうなこと てを もでき

なくてはならないのに，と不 に思う」などの

目から自 自 の能力に不 や 感を感じ

ていることを示すものであった。これらのこと

から 1 因 を「自己不 感」と した。な

お，11 目のうち 10 目が STSS，1 目が

SS の 目によって 成されていた。 
2 因 に因 の い 8 目は，「 し

い の や主張が のそれと ったとき， 
の見 を主張するよりは に同意するとい 

STSS SS

大学生
( N  = 163)

16.96
(5.95)

14.17
(4.72)

6.39
(2.67)

3.47
(1.13)

47.48
(10.76)

94.11
(13.35)

44.49
(6.04)

Note. Scores are means, with standard deviations in parentheses. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating
Disorders, STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale

Table 1 述

SRSED

過 と 事に

よる生活支配

べることへ

の 力
/
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性

( )

.
0.72 -0.15 -0.15 0.48

0.68 -0.11 0.04 0.43

0.63 0.02 -0.14 0.37

0.59 0.05 -0.05 0.40

0.54 0.07 0.00 0.33

0.53 0.21 -0.02 0.23

0.49 -0.08 0.24 0.40

0.48 0.02 -0.04 0.29

0.45 0.02 0.19 0.27

0.39 0.01 0.20 0.22

0.33 0.01 0.17 0.51

.
-0.24 0.65 0.07 0.40

0.18 0.65 -0.04 0.36

-0.27 0.54 0.16 0.33

0.18 0.52 -0.04 0.29

-0.02 0.49 -0.12 0.21

0.10 0.47 0.14 0.32

0.26 0.41 -0.20 0.13

0.26 0.40 0.14 0.16

.

-0.03 -0.04 0.64 0.37

-0.09 0.00 0.63 0.25

0.25 -0.18 0.52 0.30

0.12 0.02 0.47 0.40

0.04 0.11 0.45 0.25

0.04 0.07 0.33 0.39

-0.24 0.04 0.33 0.15

-
0.35 -
0.11 0.31 -

STSS_7 の人ができそうなこと てを もできなくてはならないのに

と不 に思う

因

STSS_21 しい はありのままの を し認めてくれている(Reverse)

STSS_25 しい は本 の を知らないと感じる

STSS_17 しい に してもらうため 自 についてのある を

に かすことができない

STSS_16 しい人と一 にいるとき からは し でいるように

見えても では りや反 心を感じていることがしばしばある

STSS_19 しい にあるとき 自 が誰であるかという感 を見失っ

てしまう

STSS_13 しい を さ るためには なにか じなくてはならな

いと感じる

STSS_31 自 で 定した 自 自 に対しての要 に していると

思えることがない

STSS_5 しい人と一 にいるときよりも一人でいるときの が自 らし

くいられる

自己不 感  = .817

Table 2  自己 傾向因 結果

STSS_8 しい の ことや いている感 が と った時にも

は自 の考えをいつもはっきりと う(Reverse)
SS_3 はたいてい自 の意 をあきらめて 人の意 に従う

SS_10 が作業の 中であっても が 用している や を が

要としているならば はたいてい自 の作業をあきらめる

自己抑制  = .758

性  = .679

Note .  STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale

SS_7 は自 の問題よりも 人が えている問題について

STSS_27 しい の く感 に対して を感じてしまうことがしば

しばある

SS_12 自 の し は にとって も重要ではないものである

STSS_10 思いやりというのは 自 がしたいことでなくとも が

でいることを することである

STSS_18 しい の や主張が のそれと ったとき の見 を

主張するよりは に同意するという結果に わることが多い

STSS_3 思いやりというのは 自 の ことよりも の ことを

するという意 である

STSS_14 しい においては 衝 を こす スクを るよりも

なもめ事を こさないように行動する が い

STSS_24 しい に対して が りを することは と どない

STSS_30 しい において の いた感 によって か問題が発生

しそうな にはその感 を り うと 力する

因 間

SS_5 が困難な状 にいても がそれを けることができないとき

は自 の人生に意 がないと感じる
SS_9 がその人の や 活動に するように ってきたら

はその人を ば るために その活動が きかどうかは なくそれに

する

SS_1 は 者のために多くの自己 を進 で行う

STSS_29 しい において が に感じるならば たちがど

のような行動をしても わない

SS_11 の誰かが し でいる時 はす にその人を めたり ば

たりしようと 力する

 
で置 された。続いて， の を行なった。 
ま ，STSS と SS を異なった概念として う

ことができるかを検討する目的で，STSS と SS
の 46 目に対して，主因 ， ク

ス による因 を行なった。自己 傾

向を 定する STSS と SS の 度作成の の

意 が しく反 されている は，STSS と

SS の 目 てに対して因 を行なったと

きに， 度がそれ れ異なった因 を 成す

ると考えられる。一 ，STSS と SS の 目が

在した で因 が 成される は，この 2 つ

の 度の作成時における意 が しく反 され

ておら ，結果として同様の概念を 定してい

たということになる。続いて， られた因 の

信 性を検討するためにク クの 数

を した。 に SRSED 度と自己

傾向 度の を行なった。 に，自己

傾向が 障 症状に える影響を検討す

るため，自己 傾向 度と 作用 を

予 変数，SRSED 度を目的変数とした

重 を行なった。 作用 としては，

自己 傾向 度の を用いて

「自己不 感× 性」「自己抑制× 性」を

作成した。これは，「自己不 感」と「自己抑制」

が STSS の 目，「 性」が SS の 目で 成

されていたことから，2 つの 作用 によっ

て STSS と SS の 作用を検討することが

ると考えたためである。Step1 では説 変数

として自己 傾向 度の 度 モデ

ル 1 ，Step2 では「自己不 感× 性」「自己 
抑制 性」を 入し モデル 2 ，ス  

 
による 的重 を行なった。 

 
 

 
1. 対 者の 性 
 調 の結果， 対 者となったのは，163

20.20 ，SD = 0.96 であった。

STSS，SS，SRSED の およ

度 の と 差を Table1 に示す。 
2. 自己 傾向の因  

STSS と SS の 46 目に対して，主因

， クス による因 を行なっ

た Table 2 。スク トの 状から 3
因 が であると考えられた。 性の い

目，因 が い 目， 数の因 に

い を示した 目は し， 的に 3 因

26 目が された。 
1 因 に因 の い 11 目は，「

しい に してもらうため，自 についての

ある を に かすことができない」など

の 目から自 自 の に自信が持てないこ

とや，「 の人ができそうなこと てを もでき

なくてはならないのに，と不 に思う」などの

目から自 自 の能力に不 や 感を感じ

ていることを示すものであった。これらのこと

から 1 因 を「自己不 感」と した。な

お，11 目のうち 10 目が STSS，1 目が

SS の 目によって 成されていた。 
2 因 に因 の い 8 目は，「 し

い の や主張が のそれと ったとき， 
の見 を主張するよりは に同意するとい 

STSS SS

大学生
( N  = 163)

16.96
(5.95)

14.17
(4.72)

6.39
(2.67)

3.47
(1.13)

47.48
(10.76)

94.11
(13.35)

44.49
(6.04)

Note. Scores are means, with standard deviations in parentheses. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating
Disorders, STSS; Silencing the Self Scale, SS; Selflessness Scale

Table 1 述

SRSED

過 と 事に

よる生活支配

べることへ

の 力
/
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う結果に わることが多い」などの 目から，

自 の気持ちを抑制して に従っていること

を示していた。これらのことから 2 因 は「自

己抑制」と した。なお，8 目のうち 7
目が STSS，1 目が SS の 目によって 成さ

れていた。 
3 因 に因 の い 7 目は，「 は

自 の問題よりも， 人が えている問題につ

いて 」などの 目から，自 自 のことを

のために行動することを す 目で

あった。これらのことから 3 因 は「 性」

と した。なお，7 目のうち1 目がSTSS，
7 目が SS の 目によって 成されていた。 
続いて， られた因 の信 性を検討するため

にク クの 数を した。 1 因

は = .817， 2 因 は  = .758， 3 因  
は  = .679 であった。 られた 度の

と 差を Table 3 に示す。 

 

 
3. SRSED と自己 傾向 度の  
自己 度が 障 症状との 性を

らかにするため，SRSED と自己 傾向 度

の 度の を行なった Table 4 。

その結果，「自己不 感」と「過 と 事による

生活支配」，「自己抑制」と「 べることへの

力」，「 性」と「 べることへの 力」，「

」の間に 意な の が られた

に r = .27, p < .01; r = .19, p < .05; r = .22, p 
< .01; r = .26, p < .01; r = .19, p < .05 。 
4. 自己 傾向が 障 傾向に える影

響の検討 
自己 傾向が 障 症状に える影響を

検討するため，自己 傾向 度を予 変

数，SRSED 度を目的変数とした重

を行なった Table 5 。その結果，「自己不

感」「自己抑制」「 性」を予 変数とした

モデル 1 で 意な重 定 数が られたのは，

「過 と 事による生活支配」 Adjusted R2 
= .05, p < .01 ，「 べることへの 力」

Adjusted R2 = .09, p < .01 ，「 」

Adjusted R2 = .04, p < .05 であった。「過

と 事による生活支配」については，「自己不  

 

大学生
( N  = 163)

30.64
(7.03)

26.34
(4.86)

19.35
(4.20)

自己抑制

Note. Scores are means, with standard deviations in parentheses.

Table 3  自己 傾向 度の 述

性

自己 傾向

自己不 感

1 2 3 4 5 6 7
1 自己不 感 .37 ** .17 * .15 .27 ** .19 * .11
2 自己抑制 .24 ** .09 .12 .22 ** -.05
3 性 .05 .05 .26 ** .19 *
4 .53 ** .00 .23 **
5 過 と 事による生活支配 .03 .27 **
6 べることへの 力 .25 **
7

自己 傾向 度

SRSED

Table 4 自己 傾向 度とSRSED 度の

Note. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating Disorders.                                                                                                                          * p  < .05, ** p  < .01

β SE SE SE β SE SE β SE SE β SE
Step1

自己不 感 .14 .50 .25 ** .39 .11 .22 .13 .09
自己抑制 .04 .51 .23 .40 .13 .22 -.14 .10

性 .02 .48 -.004 .37 .21 ** .21 .20 * .09
Step2

自己不 感× 性 -.22 * .48 .01 .38 .13 .21 .09 .09
自己抑制× 性 -.07 .49 -.13 .39 -.12 .21 -.65 .09

R² .30 .08 ** .07 ** .08 .10 ** .12 .06 * .07
Ajusted R² .01 .06 ** .05 ** .06 .09 ** .09 .04 * .04

R² .06 ** .01 .02 .01
 * p < .05, ** p < .01

 Table 5 自己 傾向 度が 障 症状に える影響

Step1
過 と 事による生活支配

Step2
べる事への 力

Step1 Step2
β β

/
Step1 Step2

β
Step2Step1

β
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感」  = .25, p < .01 が 意に影響を え，

「 べることへの 力」と「 」につ

いては，「 性」  = .21, p < .01; = .20, p 
< .05 が 意に影響を えた。「自己不 感

性」「自己抑制 性」という 2 つの

作用 を 入したモデル 2 の重 定 数が 意

であったのは「 」であり Adjusted R2 
= .06, p < .01 ，「自己不 感」と「 性」の

作用 が 意であった  = -.22, p < .01 。

そこで，「自己不 感」の   1SD
における「 性」と「 」の 連を検

討する 傾 を行なった Figure 1 。そ

の結果，「自己不 感」が い + 1SD に

は，「 性」が い ど「 」が く  
= -.37, p < .01 ，「自己不 感」が い - 1SD

には，「 性」が い ど「 」が

くなることが示された  = -.30, p < .01 。 
 

 

 
本研究の目的は，Silencing the Self Scale
STSS  と，Selflessness Scale SS の つ

の 度を用いて，自己 傾向と 障 の

症状との 性を検討することであった。 
ま は，自己 傾向 度については因

の結果，STSS が「自己不 感」，「自己抑制」

の 2 つの因 を 成しており，SS が「 性」

を 成していた。 因 に 1 目 つ異なる概

念の 目が まれてはいたものの，い れも因

での は かったため，2 つの概念が

異なった因 を 成したといえる。したがって

仮説 1 は支持されたと考えられる。「自己不

感」は自 の要 に しないと でき

ないという 主義性，「自己抑制」は自 自

の感 や考えを に わ てしまうことで

りや不 を感じたりすることを示していた。ま

た，この 2 つの 度にの 「 しい に

してもらうため，自 についてのある を

に かすことができない」「 しい にお

いて， の いた感 によって か問題が発生

しそうな にはその感 を り うと 力

する」など， 者との を 持さ るという

目的によって自己 がなされていることも示

された。したがって，ここでの自己 は，「

者に かれること われないこと」や「 者

との対立を けることができること」など，行

為者本人にとっての ましい結果に が て

られていると考えられる。このような自己

は 己的な が強いと考えられる。一 ，主

に SS 目によって 成された「 性」は，

常に 者のことを考え 者本 で行動している

ことが示されていた。STSS で 成された

度との大きな いは，行う自己 に対して

の不 や りなどの の感 を でいないこ

とである。このように，自己 を行うことで

自 自 の感 を しとどめたり ， 者本

な から行われる自己 は 的 が

強いと考えられる。 
に，自己 傾向と 障 症状との 連

については， の結果から，自己 傾

向は 障 と 中程度の 連が示されたた

め，仮説 2 はおおよそ支持されたと考えられ

る。また，自己 傾向が 障 症状に え

る影響を検討したとこ ，自己 傾向 度の

度はそれ れ異なった症状に影響を え

ていることが らかになった。「過 と 事によ

る生活支配」に対して影響を えていた「自己

う結果に わることが多い」などの 目から，

自 の気持ちを抑制して に従っていること

を示していた。これらのことから 2 因 は「自

己抑制」と した。なお，8 目のうち 7
目が STSS，1 目が SS の 目によって 成さ

れていた。 
3 因 に因 の い 7 目は，「 は

自 の問題よりも， 人が えている問題につ

いて 」などの 目から，自 自 のことを

のために行動することを す 目で

あった。これらのことから 3 因 は「 性」

と した。なお，7 目のうち1 目がSTSS，
7 目が SS の 目によって 成されていた。 
続いて， られた因 の信 性を検討するため

にク クの 数を した。 1 因

は = .817， 2 因 は  = .758， 3 因  
は  = .679 であった。 られた 度の

と 差を Table 3 に示す。 

 

 
3. SRSED と自己 傾向 度の  
自己 度が 障 症状との 性を

らかにするため，SRSED と自己 傾向 度

の 度の を行なった Table 4 。

その結果，「自己不 感」と「過 と 事による

生活支配」，「自己抑制」と「 べることへの

力」，「 性」と「 べることへの 力」，「

」の間に 意な の が られた

に r = .27, p < .01; r = .19, p < .05; r = .22, p 
< .01; r = .26, p < .01; r = .19, p < .05 。 
4. 自己 傾向が 障 傾向に える影

響の検討 
自己 傾向が 障 症状に える影響を

検討するため，自己 傾向 度を予 変

数，SRSED 度を目的変数とした重

を行なった Table 5 。その結果，「自己不

感」「自己抑制」「 性」を予 変数とした

モデル 1 で 意な重 定 数が られたのは，

「過 と 事による生活支配」 Adjusted R2 
= .05, p < .01 ，「 べることへの 力」

Adjusted R2 = .09, p < .01 ，「 」

Adjusted R2 = .04, p < .05 であった。「過

と 事による生活支配」については，「自己不  
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( N  = 163)

30.64
(7.03)

26.34
(4.86)

19.35
(4.20)

自己抑制

Note. Scores are means, with standard deviations in parentheses.
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性

自己 傾向

自己不 感

1 2 3 4 5 6 7
1 自己不 感 .37 ** .17 * .15 .27 ** .19 * .11
2 自己抑制 .24 ** .09 .12 .22 ** -.05
3 性 .05 .05 .26 ** .19 *
4 .53 ** .00 .23 **
5 過 と 事による生活支配 .03 .27 **
6 べることへの 力 .25 **
7

自己 傾向 度

SRSED

Table 4 自己 傾向 度とSRSED 度の

Note. SRSED; Symptom Rating Scales for Eating Disorders.                                                                                                                          * p  < .05, ** p  < .01

β SE SE SE β SE SE β SE SE β SE
Step1

自己不 感 .14 .50 .25 ** .39 .11 .22 .13 .09
自己抑制 .04 .51 .23 .40 .13 .22 -.14 .10

性 .02 .48 -.004 .37 .21 ** .21 .20 * .09
Step2

自己不 感× 性 -.22 * .48 .01 .38 .13 .21 .09 .09
自己抑制× 性 -.07 .49 -.13 .39 -.12 .21 -.65 .09

R² .30 .08 ** .07 ** .08 .10 ** .12 .06 * .07
Ajusted R² .01 .06 ** .05 ** .06 .09 ** .09 .04 * .04

R² .06 ** .01 .02 .01
 * p < .05, ** p < .01

 Table 5 自己 傾向 度が 障 症状に える影響
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β β
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β
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β
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不 感」は，Jack & Dill 1992 で られてい

る 度のうち，「自己認知の 在

Externalized Self-Perception 」「 した自

己 Divided Self 」に まれる 目で 成され

ており，この 2 つの 度は抑うつ傾向と

い r = .50 ~ .59 を示すことが らかにな

っている。過 には抑うつ気 が うことが

されていたが 田中, 1997 ，本研究では「自

己不 感」による抑うつ感 が過 などの症状

へ いている 能性も示唆された。このような

抑うつとの 性を らかにすることは，

の 題であると考えられる。続いて，「 性」

は「 べることへの 力」と「 」に影

響を えていることが らかになった。 障

症状の わ から， 行為を う

症の状態像が示唆される。 症患者の特徴と

しては体重を らすための過活動が されて

おり 田中, 1997 ，「 性」を 成している

目にも 者への 的な きかけなどの い

活動性が示されていたため， 症症状に対す

る影響力を持ったと考えられる。それに えて，

Bachar et al. 2002 で述べられているように，

自 自 への 心の さなどの要因も影響を及

ぼしていると考えられ， 者のために くすと

いうことが過度に行われることが 障 に対

する スクであるという も示されたと考えら

れる。 に，「 」に対しては「自己不

感」が く「 性」が い ど影響を及ぼし

ていることが らかになった。「 性」は「

べることへの 力」と の にあるため，

「 性」が い人は 的 ていることが

示唆される。そのため， に対する が

なかったのではないかと考えられる。本 ，

ている 症患者は ることを れており自

が ていることを 認するが， は健常

者を対 としたため，このような 作用が

こったと考えられる。 に，「自己抑制」は「

べることへの 力」に対して い の を示

したものの， 障 症状に対して影響を え

るものではなかった。 上のことから，仮説 3
は一 の 支持されたと考えられる。 
 本研究では，自己 傾向の異なった を

定する 2 つの 度を用いて 障 症状との

連を らかにした。その結果，自己 傾向

の異なった が 障 症状に影響を えて

いたことが らかになった。したがって 障

の一 予防として，過度な自己 傾向に注

目する 要性が示唆されたと考えられる。本研

究では，自己 傾向と 障 症状の の

性を らかにしたが， は自己 傾向が

抑うつなどをはじめとした精神疾患の症状に

える影響について検討していくことが まれる。 
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不 感」は，Jack & Dill 1992 で られてい

る 度のうち，「自己認知の 在

Externalized Self-Perception 」「 した自

己 Divided Self 」に まれる 目で 成され

ており，この 2 つの 度は抑うつ傾向と

い r = .50 ~ .59 を示すことが らかにな

っている。過 には抑うつ気 が うことが

されていたが 田中, 1997 ，本研究では「自

己不 感」による抑うつ感 が過 などの症状

へ いている 能性も示唆された。このような

抑うつとの 性を らかにすることは，

の 題であると考えられる。続いて，「 性」

は「 べることへの 力」と「 」に影

響を えていることが らかになった。 障

症状の わ から， 行為を う

症の状態像が示唆される。 症患者の特徴と

しては体重を らすための過活動が されて

おり 田中, 1997 ，「 性」を 成している

目にも 者への 的な きかけなどの い

活動性が示されていたため， 症症状に対す

る影響力を持ったと考えられる。それに えて，

Bachar et al. 2002 で述べられているように，

自 自 への 心の さなどの要因も影響を及

ぼしていると考えられ， 者のために くすと

いうことが過度に行われることが 障 に対

する スクであるという も示されたと考えら

れる。 に，「 」に対しては「自己不

感」が く「 性」が い ど影響を及ぼし

ていることが らかになった。「 性」は「

べることへの 力」と の にあるため，

「 性」が い人は 的 ていることが

示唆される。そのため， に対する が

なかったのではないかと考えられる。本 ，

ている 症患者は ることを れており自

が ていることを 認するが， は健常

者を対 としたため，このような 作用が

こったと考えられる。 に，「自己抑制」は「

べることへの 力」に対して い の を示

したものの， 障 症状に対して影響を え

るものではなかった。 上のことから，仮説 3
は一 の 支持されたと考えられる。 
 本研究では，自己 傾向の異なった を

定する 2 つの 度を用いて 障 症状との

連を らかにした。その結果，自己 傾向

の異なった が 障 症状に影響を えて

いたことが らかになった。したがって 障

の一 予防として，過度な自己 傾向に注

目する 要性が示唆されたと考えられる。本研

究では，自己 傾向と 障 症状の の

性を らかにしたが， は自己 傾向が

抑うつなどをはじめとした精神疾患の症状に

える影響について検討していくことが まれる。 
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Abstract 
 

The purpose of the present study was to investigate whether the different aspects of 
self-sacrificing behavior relate differently to eating disorder symptoms. Self-sacrificing 
behavior was assessed using the Silencing the Self Scale (STSS) and the Selflessness 
Scale (SS). One hundred sixty-six female undergraduate students were asked to 
complete the study questionnaire, which included the STSS and the SS, as well as the 
Symptom Rating Scale for Eating Disorders (SRSED). The factor analysis revealed two 
factors, “Self-insufficiency” and “Self-repression,” in the STSS, and one factor, 
“Altruism,” in the SS. A multiple regression analysis using the corresponding subscales 
as predictor variables showed “Self-insufficiency” to be significantly associated with 
“Over eating,” “Daily life controlled by eating,” “Altruism,” “Pressure to eat more,” and 
“Vomiting/Use of laxatives.” It also indicated that there is a significant interaction 
between “Self-insufficiency” and “Altruism” on “Fear of growing fat.” At the end of the 
paper, the different aspects of self-sacrificing behavior, and their importance in the 
prevention of eating disorders, are discussed. 
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